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古
代
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
大
神
宮
司

　
　

山
口
祐
樹

　
　
　

は
じ
め
に

　

古
代
伊
勢
神
宮
に
は
、
朝
廷
の
伊
勢
に
お
け
る
出
先
機
関
と
し
て
大
神

宮
司
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
職
掌
と
し
て
は
伊
勢
神
宮
で
執
り
行
わ
れ
る

祭
祀
・
儀
式
に
際
し
、
両
宮
禰
宜
以
下
の
神
職
や
多
気
・
度
会
両
神
郡
司

を
統
率
す
る
と
共
に
、
神
税
の
管
理
や
祭
料
の
調
達
な
ど
、
伊
勢
神
宮
と

い
う
組
織
を
運
営
し
て
い
く
上
で
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
そ
の
大
神
宮
司
を
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
古
代
伊

勢
神
宮
の
祭
祀
構
造
や
神
郡
・
神
戸
を
中
心
と
し
た
財
政
構
造
を
検
討
す

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

大
神
宮
司
の
位
置
付
け
、
役
割
に
つ
い
て
は
、
時
代
に
よ
り
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
弘
仁
年
間
に
は
令
外
の
官
と
し
て
「
宣
旨
職
祭
主（

（
（

」
が
設
置

さ
れ
大
神
宮
司
の
権
限
も
拡
大
す
る
な
ど（

（
（

大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
訳

だ
が
、
そ
れ
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
神
宮
司
が
在
地
祭
祀
体
系
の

内
に
あ
る
禰
宜
以
下
の
神
職
を
祭
祀
・
行
政
の
両
面
か
ら
統
制
・
支
配
し

て
い
た
と
す
る
説
が
律
令
国
家
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
つ
け
ら
れ

論
じ
ら
れ
て
き
た（

（
（

。
一
方
近
年
の
研
究
で
は
、
律
令
祭
祀
と
支
配
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
疑
義
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
捉
わ
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れ
る
こ
と
な
く
両
宮
の
祭
祀
構
造
や
経
済
構
造
を
詳
細
に
分
析
し
た
上

で
、
伊
勢
神
宮
運
営
の
中
心
は
あ
く
ま
で
内
宮
の
禰
宜
以
下
在
地
の
神
職

層
で
あ
っ
た
と
す
る
論（

（
（

も
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
論
調
は
、
伊
勢
神
宮
を
「
中
央
」
と
「
在
地
」
と
い
う

二
重
構
造
の
枠
組
み
で
捉
え
、
法
制
度
や
財
政
施
策
と
い
う
側
面
か
ら
考

察
を
加
え
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
大
神
宮
司
が
禰
宜
以
下

の
神
職
層
に
対
し
ど
れ
ほ
ど
強
い
権
限
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
少
な
く
な
い
相
違
が
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
神
職
層
の
職
掌
分
担
に
焦
点
を
当
て

両
者
の
関
係
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
伊
勢
神
宮
の
実
態
を
覗

う
こ
と
の
で
き
る『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳（

（
（

』を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
伊
勢

神
宮
の
祭
儀
そ
の
も
の
を
検
討
・
分
析
し
て
い
く
。
そ
し
て
祭
儀
に
お
け

る
大
神
宮
司
の
役
割
や
席
次
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
弘
仁
年
間
以
前
に

お
け
る
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
神
職
層
が
ど
の
様
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か

考
察
し
て
い
く
。

　
　
　

一
、
従
来
の
大
神
宮
司
研
究

　

伊
勢
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
併
せ
て

確
か
め
て
お
き
た
い
の
が
そ
の
成
立
に
関
す
る
部
分
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
、

ま
ず
『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
【
史
料
①
】
を
確
認
し
な
が
ら
、
大

神
宮
司
成
立
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
見
て
い
き
た
い
。

　

史
料
①　

�『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
一
、
初
神
郡
度
会
多
気
飯
野
三
箇
郡

本
記
行
事
。

　
　
　
　
　

�

右
従

向
珠
城
朝
廷
以
来
、
至
于
難
波
長
柄
豊
前
宮
御
宇
天

萬
豊
日
天
皇
御
世
、
有
爾
鳥
墓
村
造
神
庤
弖
、
為
雑
神
政
所

仕
奉
支
。
而
難
波
朝
廷
天
下
立
評
給
時
仁
、
以
十
郷
分
弖
、
度

会
乃
山
田
原
立
屯
倉
弖
、
新
家
連
阿
久
多
督
領
、
磯
連
牟
良

助
督
仕
奉
支
。以
十
郷
分
、竹
村
立
屯
倉
、麻
續
連
廣
背
督
領
、

磯
部
真
夜
手
助
督
仕
奉
支
。
同
朝
廷
御
時
仁
、
初
大
神
宮
司

所
稱
、
神
庤
司
中
臣
香
積
連
須
気
仕
奉
支
。
是
人
時
仁
、
度

会
山
田
原
造
御
厨
弖
、
改
神
庤
止
云
名
弖
、
號
御
厨
、
即
號
大

神
宮
司
支
。
近
江
大
津
朝
廷
、
天
命
開
別
天
皇
御
代
仁
、
以

甲
子
年
、
小
乙
中
久
米
勝
麻
呂
仁
、
多
気
郡
四
箇
郷
申
割
弖
、

立
飯
野
高
宮
村
屯
倉
弖
、
評
督
仕
奉
支
。
即
為
公
郡
之
。

　

こ
の
記
事
に
は
、
度
会
・
多
気
・
飯
野
の
各
伊
勢
神
郡
と
大
神
宮
司
の

成
立
過
程
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
神
宮
司
の
成
立
に
関
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係
す
る
部
分
を
要
約
す
る
と
、
次
の
三
点
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
垂
仁
朝
に
有
爾
烏
墓
村
に｢

神
庤｣

が
置
か
れ
雑
神
政
を
司
っ
た
。

　

②�

孝
徳
朝
に
多
気
・
度
会
両
郡
が
設
け
ら
れ
、
神
庤
司
に
中
臣
香
積
連

須
気
が
任
ぜ
ら
れ
、
山
田
原
に
「
御
厨
」
が
造
ら
れ
た
。

　

③
「
御
厨
」
を
「
大
神
宮
司
」
と
改
め
た
。

　

こ
の
史
料
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
田
中
卓
氏
、
直
木
孝
次
郎
氏
、
熊
谷

保
孝
氏
、
井
後
正
晏
氏
、
小
倉
慈
司
氏
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
神
宮
司
の
設

立
時
期
や
位
置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い

て
は
、
田
中
氏
ら
は
文
武
朝
に
そ
の
成
立
を
求
め（

（
（

、
一
方
直
木
氏
は
和
銅

二
年
（
七
〇
九
）
に
創
設
さ
れ
奈
良
時
代
中
期
以
降
に
政
府
公
認
の
官
司

と
な
っ
た
も
の
と
考
察（

（
（

。
ま
た
熊
谷
氏
は
大
神
宮
司
が
も
と
も
と
斎
宮
寮

に
属
す
る
機
関
で
宝
亀
年
間
に
制
度
が
大
き
く
変
化
し
た
と
し（

（
（

、
小
倉
氏

は
こ
の
儀
式
帳
の
記
述
を
重
視
し
、
神
郡
制
の
成
立
と
関
連
づ
け
な
が
ら

孝
徳
朝
に
成
立
し
た
と
論
ず
る（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
大
神
宮
司
の
成
立
時
期

は
そ
れ
ぞ
れ
時
代
背
景
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
孝
徳
朝
か
ら
奈
良
時
代
中
期

に
到
る
ま
で
諸
説
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
中
心
と
な
る
史

料
に
は
「
為
雑
神
政
所
仕
奉
支
」
と
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
神
宮
司

が
そ
の
成
立
当
初
よ
り
伊
勢
神
宮
及
び
伊
勢
神
郡
に
関
す
る
政
務
を
担
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
推
察
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
時
期
や
成
立
過
程
か

ら
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
を
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
諸
論
を
確
認
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
古
代
伊
勢
神
宮
周
辺
で
は
、
弘
仁
年
間
に
祭
主
制
の
成
立
や
大

神
宮
司
の
機
能
拡
大
の
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
大
神
宮
司
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
九
世
紀
半
ば
以
降
の
史
料
に
つ
い

て
は
、
単
純
に
そ
の
内
容
を
両
宮
儀
式
帳
に
当
て
は
め
比
較
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
制
度
上
の
一
つ
の
到
達
地
点
と
し
て
延
長

五
年
（
九
二
七
）
に
撰
進
さ
れ
た
『
延
喜
式（
（1
（

』
の
記
述
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
『
延
喜
大
神
宮
式
』
に
お
け
る
大
神
宮
司
の
特
徴
と
し
て
は
次
の
五
点

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①�

正
六
位
上
相
当
の
官
で
あ
り
、
そ
の
交
替
は
国
司
に
准
じ
都
か
ら
派

遣
さ
れ
た
。

　

②�

伊
勢
神
宮
の
祭
祀
・
儀
式
に
際
し
、
両
宮
禰
宜
以
下
の
神
職
を
統
率

す
る
と
共
に
、
そ
の
考
文
も
管
理
し
て
い
た
。

　

③
神
郡
・
神
戸
の
調
庸
田
祖
を
管
理
し
て
い
た
。

　

④
国
司
と
共
に
神
郡
内
の
計
帳
作
成
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た
。

　

⑤
神
郡
内
の
神
社
・
溝
池
、
堰
、
駅
家
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、『
延
喜
大
神
宮
式
』編
纂
当
時
の
大
神
宮
司
は
、

朝
廷
の
出
先
機
関
と
し
て
神
郡
行
政
に
深
く
関
与
す
る
と
共
に
、
禰
宜
以
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下
の
在
地
神
職
層
を
統
率
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
神
宮
祭
祀
に
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
両
宮
儀

式
帳
の
成
立
か
ら
式
編
纂
ま
で
の
間
に
は
、
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
や
役

割
に
深
く
関
わ
る
組
織
構
造
上
の
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
、『
延
喜
大
神
宮
式
』
の
記
述
と
両
宮
儀
式
帳
の
記
述
を
比
較
す
る
に

は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
『
延
喜
大
神
宮
式
』
の
記
述
と
儀
式
帳
な
ど
の
史
料
よ
り
、
藤
森

氏（
（1
（

は
両
宮
儀
式
帳
が
編
纂
さ
れ
た
延
暦
年
間
以
前
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の

祭
祀
構
造
を
考
察
す
る
中
で
、
特
に
御
饌
祭
と
奉
幣
祭
の
祭
祀
構
造
に
違

い
に
注
目
し
、
延
暦
年
間
に
お
け
る
神
宮
祭
祀
の
中
心
は
禰
宜
を
頂
点
と

し
た
在
地
神
職
層
で
あ
る
と
考
察
。
小
倉
氏
も
同
様
に
「
内
宮
が
伊
勢
神

宮
の
中
心
で
あ
っ
て
外
宮
は
そ
の
御
饌
神
と
い
う
付
属
的
な
位
置
付
け
で

あ
り
、
両
宮
及
び
神
郡
の
行
政
事
務
を
管
掌
す
る
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ

た
大
神
宮
司
も
、
実
際
的
な
場
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
両
宮
の
上
に
位

置
す
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。」
と
考
察
し
て
お
り（
（1
（

、
両
氏
と
も
に
九
世

紀
初
頭
以
前
お
け
る
大
神
宮
司
の
権
限
・
役
割
は
『
延
喜
大
神
宮
式
』
の

時
代
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
、
中
央
朝
廷
が
在
地
奉
斎
集
団
に
祭
祀
を

委
託
す
る
と
い
う
二
者
の
関
係
性
の
中
で
、
特
に
禰
宜
以
下
の
在
地
神
職

の
奉
仕
に
重
き
を
置
く
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
　

二
、
大
神
宮
司
と
神
宮
祭
祀

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
大
神
宮
司
の
成
立
と
位
置
付
け
に
つ
い
て
先
行
研
究

を
確
認
し
て
き
た
訳
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
大
神
宮
司
と
神
宮
祭
祀
の
関
係

に
つ
い
て
史
料
に
基
き
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
恒
例

祭
祀
の
う
ち
大
神
宮
司
が
関
与
す
る
祭
祀
は
、

　

①
祈
年
祭　

②
四
月
神
衣
祭　

③
六
月
月
次
祭　

④
九
月
神
衣
祭　

　

⑤
神
嘗
祭　

⑥
十
二
月
月
次
祭

と
、
年
間
六
度
の
祭
祀
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、

二
月
の
「
御
田
種
蒔
下
始
」
や
七
・
八
月
の
「
日
祈
」
神
事
な
ど
で
は
、

儀
式
に
際
し
大
神
宮
司
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
確
認
で
き

ず
、
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
大
神
宮
司
が
関
与
す
る
年
六
度
の
祭
祀
は
、
全
て
神
祇
令
に

記
載
さ
れ
た
国
家
の
祭
祀
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
が
月
次
祭
と

神
嘗
祭
で
あ
る
。
こ
の
年
中
三
度
の
祭
祀
は
三
節
祭
と
も
称
さ
れ
、
御
贄

や
神
饌
を
奉
る
御
饌
祭
と
天
皇
・
朝
廷
か
ら
の
幣
帛
を
奉
る
奉
幣
祭
の
二

部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
部
構
成
の
祭
儀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
先
学
諸
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
大
神
宮
司
が
御
饌
祭
に
奉
仕
し
て
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い
る
様
子
を
覗
う
こ
と
は
で
き
ず
、
奉
幣
祭
に
の
み
奉
仕
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
大
神
宮
司
は
祭
儀
の
種
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
一
の
祭
儀

で
あ
っ
て
も
儀
式
に
奉
仕
す
る
場
合
と
そ
う
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
、
な

ん
ら
か
の
意
味
を
も
っ
て
奉
仕
す
る
儀
式
を
選
択
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
こ
で
、
ま
ず
大
神
宮
司
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
祭
祀
に
奉
仕
し
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
祭
儀
次
第
を
分
析
す
る
こ
と
で
確
認
し
て
み
よ

う
。

　

史
料
②　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
九
月
例

　
　
　
　
　

�

即
山
向
物
忌
作
奉
太
玉
串
乎
、
大
神
宮
司
給
、
次
禰
宜
給
、

次
宇
治
大
内
人
給
畢
。

　

史
料
③　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
九
月
例

　
　
　
　
　

�

次
大
神
宮
司
進
版
位
跪
、
常
例
祭
告
刀
申
畢
、
宇
治
大
内
人

立
弖
、
宮
司
乃
太
玉
串
乎
給
、
返
本
坐
侍
。
即
禰
宜
召
大
物

忌
父
乎
、
即
太
玉
串
給
、
即
受
御
門
東
頭
進
置
、
本
坐
還
侍
。

即
宇
治
大
内
人
立
、
其
禰
宜
捧
持
玉
串
受
、
本
坐
還
侍
。
禰

宜
即
召
宮
守
物
忌
父
、
玉
串
受
御
門
西
頭
進
置
、
即
本
坐
還

侍
。
禰
宜
即
召
地
祭
物
忌
父
、
宇
治
内
人
玉
串
四
枝
受
、
御

門
東
頭
進
置
、
還
本
坐
侍
。
即
宇
治
大
内
人
捧
太
玉
串
、
自

立
御
門
西
頭
進
置
、
還
本
坐
侍
。

　

史
料
④　
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
九
月
例

　
　
　
　
　

�

次
大
神
宮
司
、
登
上
版
位
、
祭
告
刀
申
。
申
了
時
、
即
大
物

忌
父
發
、
大
神
宮
司
并
禰
宜
乃
捧
持
太
玉
串
乎
受
取
弖
、
第
二

御
門
内
進
置
。
先
大
神
宮
司
東
方
。

次
禰
宜
西
方
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
神
嘗
祭
奉
幣
儀
の
記
述
で
あ
る
。【
史
料
②
】
で
は
、

正
宮
で
の
祭
儀
に
先
立
ち
大
神
宮
司
以
下
奉
仕
員
が
太
玉
串
を
受
け
取
る

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
大
神
宮
司
ら
が
太
玉
串
を
受
け

取
る
順
は
、

　
　

大
神
宮
司
→
禰
宜
→
宇
治
大
内
人　

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
は
太
玉
串
を
御
門
に
進
め
置
く
際
に
も
同
様
の

記
述
を
確
認
で
き
る
。【
史
料
③
】
ま
た
【
史
料
④
】
を
見
て
み
る
と
、

大
神
宮
司
が
御
門
内
東
方
に
玉
串
を
進
め
置
い
た
後
に
禰
宜
が
西
方
に
進

置
す
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
外
宮
に
は
存
在
し
な
い
宇
治
大

内
人
に
つ
い
て
の
記
述
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』

に
記
さ
れ
て
い
る
大
神
宮
司
と
禰
宜
の
関
係
も
内
宮
と
同
様
で
あ
り
、
両

宮
共
に
神
嘗
祭
中
一
貫
し
て
こ
の
席
次
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
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で
き
る
。

　

そ
し
て
こ
の
序
列
に
関
し
、こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
月
次
祭
や
祈
年
祭
、

ま
た
そ
れ
ら
の
祭
祀
に
付
随
す
る
倭
舞
奉
仕
な
ど
の
儀
式
で
も
「
先
大
神

宮
司
、
次
禰
宜
、
次
大
内
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
儀
式
帳
が
編

纂
さ
れ
た
当
時
大
神
宮
司
が
奉
仕
す
る
祭
儀
で
は
、
当
人
及
び
そ
の
他
奉

仕
員
の
位
階（
（1
（

に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
職
掌
が
優
先
さ
れ
る
形
で
上
席
・
下
席

の
別
を
認
識
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
職
掌
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
し
て
祭
儀
中
の
所
役
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
儀
式
の

中
で
こ
の
序
列
が
変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
祭
儀
中
伊

勢
に
在
住
す
る
奉
仕
者
の
間
で
は
常
に
大
神
宮
司
を
上
位
と
す
る

大
神
宮
司
→
禰
宜
→
宇
治
大
内
人
と
い
う
序
列
が
固
定
さ
れ
た
上

で
各
々
祭
儀
に
臨
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
・
大
内
人
以
外
の
奉
仕
者
と
の
関
係
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
。

　

史
料
⑤　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
九
月
例

　
　
　
　
　

�

更
發
第
五
重
御
門
参
入
就
坐
、
即
進
第
四
重
倭
舞
仕
奉
。
先

勅
使
中
臣
、
次
使
忌
部
、
次
王
、
次
大
神
宮
司
、
次
禰
宜
、

次
大
内
人
、
次
斎
宮
主
神
司
、
次
諸
司
等
。

　
【
史
料
⑤
】
は
、
神
嘗
祭
の
祭
儀
後
に
倭
舞
を
奉
仕
す
る
際
の
記
述
で

あ
る
。こ
こ
か
ら
は
勅
使
の
中
臣
ら
が
第
四
重
に
進
む
様
子
が
確
認
で
き
、

祭
儀
に
奉
仕
・
参
列
し
た
職
掌
と
そ
の
序
列
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
も
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
史
料
に
、
先
程
考
察
し

た｢

大
神
宮
司
・
禰
宜
・
大
内
人｣

と
い
う
伊
勢
に
在
住
す
る
奉
仕
者
の

枠
組
み
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
祭
儀
の
奉
仕
・
参
列
者
は
〈
使
中
臣
・

使
忌
部
・
王
〉
と
〈
大
神
宮
司
・
禰
宜
・
大
内
人
〉、〈
斎
宮
主
神
司
・
諸

司
〉
と
い
う
三
つ
の
集
団
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
中

央
の
朝
廷
よ
り
祭
儀
に
際
し
て
派
遣
さ
れ
た
使
と
し
て
の【
中
臣
と
忌
部
、

王
】、
そ
し
て
伊
勢
に
在
住
し
実
際
神
宮
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
【
大

神
宮
司
・
禰
宜
・
大
内
人
】、
そ
の
他
【
斎
宮
主
神
司
と
郡
司
】
な
ど
が

含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
諸
司
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
集
団
に
よ
り
祭
儀
が
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。【
図
１
参
照
】
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こ
こ
で
、
祭
儀
に
お
け
る
大
神
宮
司
と
斎
王
の
関
係
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
み
た
い
。
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
、
皇
祖
天
照
大
神
に
仕
え
る
た

め
伊
勢
へ
と
向
か
っ
た
未
婚
の
皇
女
が
所
謂
斎
王
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
儀
式
帳
に
お
い
て
斎
王
が
祭
儀
で
奉
仕
す
る
様
子
は
、
正
宮
で
の
奉

幣
祭
に
あ
た
り
玉
串
を
進
め
置
き
拝
礼
す
る
場
面
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
極
め
て
限
ら
れ
た
祭
典
奉
仕
の
中
、
直
接
斎
王
と
相

対
す
る
の
が
大
神
宮
司
で
あ
っ
た
。

　

史
料
⑥　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
九
月
例

　
　
　
　
　

�

斎
内
親
王
参
入
坐
、
川
原
御
殿
爾
神
輿
留
弖
、
手
輿
坐
弖
、
到

第
四
重
東
殿
就
御
座
。
即
大
神
宮
司
御
蘰
木
綿
捧
、
向
北
跪

侍
。
内
侍
罷
出
弖
、
受
弖
轉
親
王
奉
。
即
親
王
手
拍
受
。
宮

司
又
太
玉
串
捧
持
、
向
北
跪
侍
。
又
内
侍
罷
出
弖
、
受
弖
轉

親
王
奉
、
即
親
王
手
拍
受
弖
、
即
内
親
王
自
發
、
内
玉
垣
御

門
就
坐
席
。
命
婦
二
人

従
え
。

　

そ
の
様
子
は
神
嘗
祭
奉
幣
儀
の
記
述
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。【
史

料
⑥
】
そ
れ
に
よ
る
と
、
斎
王
が
祭
典
奉
仕
に
あ
た
り
第
四
重
東
殿
の
御

座
に
着
く
と
、
ま
ず
大
神
宮
司
が
御
蘰
木
綿
を
捧
げ
持
ち
、
内
侍
を
通
じ

て
斎
王
に
奉
る
。
次
に
大
神
宮
司
は
太
玉
串
も
同
様
に
内
侍
を
通
じ
て
斎

王
に
伝
進
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
斎
王
に
応
対
し
て

い
る
の
が
禰
宜
や
内
人
で
は
な
く
大
神
宮
司
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
奉
ら
れ
る
太
玉
串
は
山
向
物
忌
に
よ
り
奉
製
さ
れ
た
も
の
で
あ

【
図
１
】

禰宜
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り
、
古
代
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
構
造
が
従
来
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
在
地
神
職
の
奉
仕
に
重
き
を
置
く
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
山
向
物
忌

が
奉
製
し
禰
宜
や
大
内
人
の
手
に
よ
り
伝
進
さ
れ
る
と
い
う
形
式
の
方
が

妥
当
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
他
の
祭
典
を
確
認

し
て
み
て
も
一
貫
し
て
大
神
宮
司
の
役
割
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
先
の
【
図
１
】
に
当
て
嵌
め
て
考
え
て
み
る
と
、
大

神
宮
司
が
神
宮
行
政
つ
ま
り
は
現
地
の
運
営
者
・
奉
仕
者
の
最
上
席
と
し

て
、
そ
の
集
団
を
代
表
し
て
斎
王
に
応
対
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
他
の
奉
仕
者
と
の
関
係
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
大
神
宮
司
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
纏
め
て
み
る
と
、
大
神
宮
司
は
祭
儀
に
奉
仕
す
る
際
、

常
に
禰
宜
・
大
内
人
等
在
地
の
神
職
よ
り
も
上
位
の
存
在
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
斎
王
な
ど
自
ら
が
属
す
る
で
あ
ろ
う
集
団
以
外
の

奉
仕
者
を
前
に
し
た
際
に
は
、
伊
勢
の
地
で
実
際
神
宮
の
運
営
・
奉
仕
に

携
わ
る
集
団
の
最
上
席
と
し
て
、
そ
の
集
団
を
代
表
す
る
形
で
応
対
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
祭
儀
中
に
お
け
る
大
神
宮
司
の
役
割

　

前
節
で
は
祭
儀
に
お
け
る
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
次
に
そ
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

史
料
⑦　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
六
月
例

　
　
　
　
　

�

即
大
神
宮
司
進
版
位
跪
、
告
刀
申
畢
、
即
返
就
本
坐
。
宮
司

之
手
捧
持
玉
串
、
宇
治
大
内
人
立
、
大
神
宮
司
太
玉
串
取
還

本
坐
侍
、
即
禰
宜
召
大
物
忌
父
乎
、
即
太
玉
串
給
即
立
御
門

東
頭
進
置
、
還
本
坐
侍
。

　

史
料
⑧　
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
并
月
記
事
―
六
月
例

　
　
　
　
　

�

即
禰
宜
發
、
御
鑰
所
給
弖
、
大
物
忌
乎
先
率
立
弖
、
内
院
参
入
。

次
大
神
宮
司
、
次
大
内
人
三
人
明
曳
御
調
糸
持
参
入
。
然
大

神
宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
。
禰
宜
波
開
東
宝
殿
御
調
糸
進

入
、
員
三
十

、
見
進
入
二
十
八

、

高
宮
御
料
分
二

　

奉
入
畢
即
罷
出
。
先
大

神
宮
司
、
次
禰
宜
、
次
大
物
忌
、
次
大
内
人
等
。
然
就
本
版

位
。

　

月
次
祭
奉
幣
儀
の
記
事
に
よ
る
と
【
史
料
⑦
】、
月
次
祭
の
祭
儀
に
お

い
て
大
神
宮
司
は
ま
ず
本
坐
よ
り
進
み
告
刀
を
奏
上
し
た
後
本
座
に
復

す
。
ま
た
そ
の
後
、
宇
治
大
内
人
、
大
物
忌
父
の
手
を
通
じ
て
第
三
御
門

東
方
に
玉
串
を
奉
る
。
こ
れ
は
大
神
宮
司
が
奉
仕
す
る
祭
儀
に
お
い
て
は
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ほ
ぼ
共
通
し
た
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
神
嘗
祭
に
お
い
て
の
み
「
使
中
臣
」

が
「
幣
帛
告
刀
」
を
奏
上
し
た
後
に
大
神
宮
司
が
「
常
例
祭
告
刀
」
を
奏

上
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
後
世
祭
主
が
奏
上
す

る
こ
と
と
な
る
祭
儀
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
る
告
刀
奏
上
を
大
神
宮
司

が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
神
宮
司
の
存
在
の
重
要
性
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う（
（1
（

。

　

こ
の
告
刀
と
玉
串
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
【
史
料
⑧
】
を
参
照
し
て

い
き
た
い
。
こ
れ
は
外
宮
の
月
次
祭
の
次
第
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
大
神
宮

司
以
下
が
玉
串
を
奉
っ
た
後
、〈
大
神
宮
司
・
禰
宜
・（
大
物
忌
）・
大
内
人
〉

ら
が
内
院
へ
進
み
「
明
曳
御
調
糸
」
東
宝
殿
に
納
め
る
様
子
を
覗
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
同
様
の
記
述
は
神
嘗
祭
で
も
確
認
で
き
、
同
じ
く
大
神

宮
司
以
下
が
内
院
へ
参
入
し
、
正
殿
開
扉
の
後
正
殿
内
に
天
皇
の
幣
物
を

納
め
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
大
神
宮
司
の
動
向
で
あ
る
。『
皇
太
神
宮
儀
式

帳
』
に
は
月
次
祭
、
神
嘗
祭
共
に
大
神
宮
司
が
内
院
ま
で
進
む
と
の
み
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
ど
の
様
な
所
作
を
行
っ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な

い
。
し
か
し
、【
史
料
⑧
】
に
は
大
神
宮
司
の
所
作
に
つ
い
て
「
然
大
神

宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
」
と
記
さ
れ
て
お
り
そ
の
動
向
を
覗
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
大
神
宮
司
が
「
跪
侍
」
と
あ
る
よ
う
に
内
院
へ
参

入
し
た
後
御
門
内
に
跪
き

候
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
訳
だ
が
、
で
は

な
ぜ
大
神
宮
司
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
内
院
に

候
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
後
世
の
史
料
と
な
る
が
、『
皇
太
神

宮
年
中
行
事（
（1
（

』
の
記
述
を
参
考
に
し
た
い
。
ま
ず
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』

の
月
次
祭
の
該
当
記
事
を
見
て
み
る
と
、「
次
第
同
于
神
御
衣
時
。仍
不
記
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
四
月
十
四
日
の
神
御
衣
神
事
の
記
事
を
参
照

し
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
ま
ず
幣
帛
奉
納
に
際
し
宮
司
と
神
主
が
東
宝

殿
の
前
に
「

候
」
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り（
（1
（

、
ま
た
東
宝
殿
の
開
扉
に
際

し
て
は
、
鎰
取
内
人
が
「
鎰
取
請
取
テ
宮
司
ニ
向
、
東
宝
殿
ノ
御
封
開
ト

申
テ
破
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宮
司
に
許
可
を
得
た
上
で
御
鎰
の
封
を
解

き
開
扉
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
神
宮
司
は

御
鎰
の
管
理
を
通
じ
て
御
殿
の
開
閉
扉
に
責
任
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
儀
式
帳
に
見
ら
れ
る
「
然
大
神
宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
」
と
い

う
記
述
は
、
幣
帛
奉
納
に
際
し
御
殿
の
開
閉
扉
に
責
任
を
有
し
幣
物
の
奉

納
を
検
知
す
る
た
め
に
「
跪
侍
」
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
神
宮
司
は
祭
儀
に
お
け
る
最
上
席
者
と
し
て

内
院
全
体
が
見
渡
せ
る
御
門
内
に

候
し
な
が
ら
、
御
神
体
八
咫
鏡
や
御

神
宝
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
殿
舎
の
開
閉
扉
を
監
督
し
、
天
皇
の
幣
物

が
確
実
に
正
殿
も
し
く
は
東
宝
殿
に
納
め
ら
れ
る
様
を
検
分
す
る
と
い
っ

た
、
祭
儀
の
統
括
責
任
者
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。     
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史
料
⑨　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
皇
太
神
御
形
新
宮
遷
奉
時
儀
式
行
事

　
　
　
　
　

�

然
大
神
宮
司
、
人
垣
仕
奉
人
等
招
集
弖
、
即
衣
垣
、
衣
笠
、

刺
羽
等
乎
令
持
弖
、
人
垣
仕
奉
男
女
等
仁
、
太
玉
串
令
持
捧
弖
、

左
右
分
立
弖
、
大
神
宮
司
率
参
入
弖
、
正
殿
乃
御
橋
許
候
侍
。

　

史
料
⑩　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
供
奉
幣
帛
本
記
事

　
　
　
　
　

�

正
殿
、
宝
殿
三
殿
、
亦
荒
祭
宮
鎰
、
奉
置
西
四
御
倉
、
即
其

御
倉
鎰
封
、
大
神
宮
司
御
厨
置
之
。

　

大
神
宮
司
の
祭
儀
の
統
括
責
任
者
と
し
て
の
姿
は
右
の
史
料
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。【
史
料
⑨
】
で
は
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
最
も
重
要
な
儀

式
で
あ
る
遷
御
に
際
し
、
大
神
宮
司
が
御
列
に
供
奉
す
る
者
を
率
い
て
正

殿
に
参
入
す
る
と
見
え
、
よ
り
直
接
的
に
奉
仕
者
を
指
揮
す
る
様
子
が
覗

え
る
。
ま
た
【
史
料
⑩
】
に
は
、
神
宮
の
祭
儀
・
運
営
両
面
に
於
い
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
正
殿
及
び
荒
祭
宮
の
御
鎰
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
納
め
ら

れ
て
い
る
「
正
宮
西
四
御
倉
」
の
鎰
を
大
神
宮
司
が
御
厨
に
於
い
て
保
管

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
儀
式
帳
に
よ
る
と
正
殿
の
御

鎰
は
正
殿
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
取
扱
い
は
斎
戒
を
経
た

禰
宜
等
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
御
鎰
の
保
管
に
つ
い
て
は
大

神
宮
司
が
厳
に
管
理
し
て
お
り
、
奉
幣
祭
に
際
し
て
禰
宜
以
下
の
神
職
は

大
神
宮
司
の
統
率
の
下
御
鎰
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
祭
儀
お
け
る
大
神
宮
司
の
役
割
を
改
め
て
精
査
し
て
み
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
祭
祀
の
中
核
で
あ
る
告
刀
奏
上
を
担
う
。

　

②
禰
宜
・
内
人
に
先
行
し
て
玉
串
を
奉
る
。

　

③�

八
咫
鏡
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
正
殿
、
ま
た
東
宝
殿
の
開
閉
扉
を
監
督

し
、
天
皇
の
幣
物
が
確
実
に
納
め
ら
れ
る
様
を
検
分
す
る
。

　

④
遷
御
の
際
御
列
に
供
奉
す
る
諸
員
を
統
率
す
る
。

　

⑤
正
殿
及
び
荒
祭
宮
の
御
鎰
を
管
理
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
大
神
宮
司
の
役
割
は
、
告
刀
奏
上
な
ど

祭
儀
自
体
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
事
に
加
え
、
御
殿
の
開
閉
扉
、
幣
物
奉

奠
の
検
分
や
御
鎰
の
管
理
な
ど
、
禰
宜
の
よ
う
に
直
接
神
饌
を
調
進
・
奉

奠
し
幣
帛
奉
納
の
た
め
正
殿
殿
上
に
上
が
る
こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
も
の

の
、
実
際
の
祭
儀
の
場
に
お
い
て
も
祭
儀
全
体
を
統
括
す
る
と
い
っ
た
意

味
で
は
、
禰
宜
・
内
人
ら
に
も
劣
ら
な
い
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
の
神
職

　

前
節
ま
で
、
祭
儀
に
お
け
る
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
、
役
割
に
つ
い
て
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考
察
し
、
大
神
宮
司
は
伊
勢
に
お
け
る
神
宮
行
政
、
奉
仕
者
を
代
表
す
る

立
場
で
、
祭
儀
全
体
の
統
括
を
も
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
一
方
、
御
饌
祭
の
奉
仕
や
神
饌
の
取
扱
い
、
殿
舎
へ
の
昇
殿
な
ど

大
神
宮
司
が
関
与
し
な
い
、
ま
た
関
与
で
き
な
い
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
大
神
宮
司
と
対

比
し
て
禰
宜
・
内
人
が
ど
の
様
な
位
置
付
け
、
役
割
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
禰
宜
・
大
内
人
ら
が
ど
の
様
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
両
宮
儀
式
帳
の
各
職
掌
の
条
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

史
料
⑪　
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事

　
　
　
　
　

禰
宜　

大
初
位
上
神
主
公
成

　
　
　
　
　

�

右
人
禰
宜
爾
卜
食
定
補
任
之
日
、
叙
従
七
位
上
。
後
家
之
雑

罪
祓
清
、
忌
火
飯
食
弖
、
見
目
聞
耳
言
辞
斎
敬
、
宮
内
雑
行

事
管
職
掌
、
諸
内
人
物
忌
等
乎
率
弖
、
明
衣
冠
着
弖
、
木
綿
多

須
伎
懸
弖
、
度
会
郡
司
乃
佃
奉
禮
留
御
田
稲
乎
物
忌
乃
子
等
爾
令

舂
炊
奉
弖
、
志
摩
国
神
戸
百
姓
乃
進
雑
御
贄
乎
三
節
祭
乃
朝
夕

御
饌
供
奉
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
禰
宜
職
の
特
徴
は
、
任
ぜ
ら
れ
た
そ
の
日
か
ら
「
食

べ
る
も
の
、
見
聞
き
す
る
も
の
か
ら
発
す
る
言
葉
ま
で
厳
重
な
斎
戒
を
経

た
上
で
、
神
宮
の
神
事
・
雑
務
を
司
る
こ
と
」
で
あ
る
と
言
え
る
。【
史

料
⑪
】
ま
た
、
こ
の
斎
戒
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
禰
宜
以
外
の
職
掌
の
条

を
見
て
み
て
も
、
宇
治
大
内
人
・
大
物
忌
父
な
ど
に
も
禰
宜
と
同
様
の
記

述
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
着
任
し
た
そ
の
時

よ
り
、
祭
儀
に
奉
仕
す
る
た
め
恒
常
的
に
厳
な
る
斎
戒
が
求
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
れ
に
対
し
大
神
宮
司
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
儀
式

帳
を
見
る
限
り
、
大
神
宮
司
に
関
し
て
は
恒
常
的
に
特
別
な
斎
戒
が
求
め

ら
れ
て
い
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
そ
の
理
由
が
、
儀
式
帳
自
体

が
神
宮
側
か
ら
の
解
文
で
あ
る
と
い
う
編
纂
の
事
情
に
起
因
す
る
も
の
だ

と
し
て
も
、
祭
儀
次
第
を
確
認
し
て
み
て
も
禰
宜
以
下
に
比
べ
て
祓
を
う

け
る
場
面
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
大
神
宮
司
に
関
し
て
は
禰
宜
ら

と
同
じ
よ
う
に
厳
重
な
斎
戒
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

実
際
月
次
祭
の
記
述
か
ら
は
両
者
の
差
を
明
確
に
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
月
次
祭
の
記
述
に
は
、
大
神
宮
司
が
斎
戒
・
祓
い
に
つ
い
て
ほ
ぼ

記
載
が
無
い
の
に
対
し
、

　
　

①
前
月
晦
日
の
大
祓

　
　

②
大
御
事
請
（
御
占（
（1
（

）
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③
川
原
大
祓

　
　

④
明
衣
を
着
装
の
上
神
饌
を
調
製

の
よ
う
に
、
禰
宜
以
下
に
は
こ
と
さ
ら
清
浄
求
め
ら
れ
て
い
た
事
が
わ
か

る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
斎
戒
の
お
け
る
扱
い
の
差
は
、
各
々
の
求
め
ら

れ
て
い
た
役
割
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
神
宮
司
が
伊
勢
神
宮
全
体
の
統
括
行
政
職
と
い

う
位
置
付
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰
宜
以
下
は
殿
内
奉
仕
や
神
饌
調
進
な

ど
、
神
事
に
特
化
し
た
祭
祀
専
門
職
と
し
て
よ
り
直
接
的
に
神
前
に
て
奉

仕
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
為
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。換
言
す
れ
ば
、

厳
な
る
斎
戒
を
経
て
い
な
い
大
神
宮
司
は
、
自
ら
奉
仕
を
望
ん
で
も
、
神

饌
を
奉
奠
し
、
正
殿
殿
上
に
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
禰
宜
以
下
が
厳
重
な
斎
戒
の
も
と
直
接
的
な
奉
仕
が
求

め
ら
れ
た
専
門
職
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
少
々
視
点
を
変
え
て
史

料
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

史
料
⑫　

�『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
三
月
甲
戌
（
十
三

日（
（2
（

）

　
　
　
　
　

�

甲
戌
。
詔
曰
。
比
來
。
皇
太
后
御
體
不
豫
。
宜
祭
天
神
地
祇
。

諸
社
祝
部
等
各
祷
其
社
。
欲
令
聖
體
安
穩
平
復
。
是
以
。
自

太
神
宮
祢
宜
内
人
物
忌
。
至
諸
社
祝
部
。
賜
爵
一
級
。
普
告

令
知
之
。
授
外
從
五
位
上
神
主
首
名
外
正
五
位
下
。
外
正
六

位
上
神
主
枚
人
外
從
五
位
下
。

　
【
史
料
⑫
】
は
、
皇
太
后
の
不
豫
に
よ
り
、
平
癒
御
祈
の
詔
と
と
も
に

禰
宜
・
内
人
・
物
忌
ら
が
叙
せ
ら
れ
た
と
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
昇
叙
し
た
の
は
禰
宜
・
内
人
・
物
忌
ら
で
あ
っ
て
、
大

神
宮
司
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
祈
願
」
と

い
う
奉
仕
が
禰
宜
以
下
の
専
門
的
な
も
の
で
あ
り
、
統
括
者
た
る
大
神
宮

司
は
直
接
的
関
与
を
し
な
か
っ
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

史
料
⑬　
『
太
神
宮
諸
雑
事
記（
（2
（

』
天
平
三
年
六
月
十
六
日
条

　
　
　
　
　

�

天
平
三
年
六
月
十
六
日
、
御
祭
仁
、
二
見
郷
長
石
部
郡
司
嶋

足
、
参
入
神
宮
而
煩
霍
亂
、
退
出
之
間
、
於
神
宮
近
邊
倒
、

死
亡
了
。　
（
中
略
）　

仍
勅
使
令
祈
申
於
二
宮
給
。
且
下
賜

宣
旨
於
太
神
宮
、
被
尋
糺
死
穢
之
事
。
爰
嶋
足
頓
滅
事
乎
禰

宜
等
注
申
。仍
宮
司
上
奏
了
。因
之
度
会
郡
大
領
神
主
乙
丸
、

少
領
新
家
連
公
人
丸
等
和
科
大
祓
、太
神
宮
禰
宜
神
主
野
守
、

豊
受
神
宮
禰
宜
神
主
安
丸
等
和
科
中
祓
天
、
差
勅
使
令
祈
申
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於
大
神
宮
已
了
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
記
述
と
し
て
【
史
料
⑬
】
を
見
て
み
る
と
、
祭
儀
に

参
列
し
て
い
た
度
会
郡
二
見
郷
長
石
部
嶋
足
の
死
穢
に
つ
い
て
、
両
宮
禰

宜
に
つ
い
て
は
度
会
郡
司
と
共
に
祓
が
科
せ
ら
れ
て
い
る（
（2
（

の
に
対
し
、
大

神
宮
司
に
つ
い
て
は
特
に
祓
い
を
科
せ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

史
料
⑭　
『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
延
暦
十
年
十
月
五
日
条

　
　
　
　
　

�

同
年
十
月
五
日
、
依
宣
旨
、
大
内
人
三
人
、
度
会
郡
司
等
、

科
大
祓
解
任
。
番
小
内
人
五
人
、
同
前
科
祓
解
任
。
宮
司
野

守
科
中
祓
。
禰
宜
科
上
祓
、
祓
清
供
奉
。
大
工
物
部
宿
禰
建

麿
叙
内
階
。
小
工
番
長
等
、
差
勅
使
、
賜
勅
禄
已
畢
。

　

一
方
、【
史
料
⑭
】
で
は
延
暦
十
年
八
月
五
日
に
皇
太
神
宮
に
夜
盗
が

入
り
、
そ
の
燈
の
た
め
皇
太
神
宮
正
殿
以
下
が
焼
亡
し
た
責
を
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
取
る
か
た
ち
で
、
大
神
宮
司
・
禰
宜
・
大
小
内
人
・
度
会
郡

司
共
に
祓
が
科
せ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
夜
盗
を
原
因
と
す
る
「
正
宮
焼
亡
」
の
よ
う
に
神
宮
行
政
全

体
に
関
わ
る
よ
う
な
案
件
に
関
し
て
は
、
統
括
的
役
割
を
持
っ
た
行
政
職

と
し
て
の
大
神
宮
司
も
責
任
が
問
わ
れ
祓
い
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
対

し
、「
祈
願
」
や
「
触
穢
」
な
ど
神
事
に
、
ひ
い
て
は
御
祭
神
に
直
接
関

係
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
禰
宜
以
下
の
神
職
層
に
祭
祀
専
門
職
と
し
て

責
任
が
生
じ
、
そ
れ
に
対
し
て
賜
爵
や
祓
い
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
に
、
大
神
宮
司
に
対
し
禰
宜
以
下
神
職
層
の
位
置
付
け
、
役
割

を
比
較
し
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
統
括
行
政
職
と
し
て
の
大
神
宮
司
に
対

し
て
、
禰
宜
以
下
の
神
職
層
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
「
斎
戒
」
や
「
穢

れ
」
と
い
う
独
自
の
基
準
を
以
て
直
接
的
か
つ
専
門
的
に
御
神
体
（
正
殿
）

や
祈
願
な
ど
も
含
む
神
事
に
関
与
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ

の
専
門
性
に
つ
い
て
は
賜
爵
や
祓
い
の
科
し
方
な
ど
か
ら
も
見
え
る
よ
う

に
、
現
地
の
奉
仕
者
だ
け
で
は
な
く
中
央
朝
廷
側
の
認
識
と
も
一
致
し
て

い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

五
、
結
語

　

近
年
、
延
暦
期
以
前
の
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
研
究
は
、
祭
儀
及
び
運
営

の
中
心
は
禰
宜
を
頂
点
と
し
た
在
地
神
職
層
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
大
神
宮
司
と
禰
宜

以
下
の
神
職
層
の
関
係
を
祭
儀
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
・
分
析

し
た
結
果
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
大
神
宮
司
が
祭
祀
も
含
め
伊
勢
神
宮
全
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体
の
統
率
す
る
統
括
行
政
職
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰
宜
以
下
神
職
層
は
よ

り
直
接
的
に
神
事
に
奉
仕
す
る
祭
祀
専
門
職
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
祭
儀
次
第
の
中
で
奉
仕
者
の
序
列
に
焦
点
を

当
て
、
大
神
宮
司
が
伊
勢
に
在
住
し
伊
勢
神
宮
の
運
営
に
携
わ
る
集
団
の

最
上
席
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
具
体
的

な
事
例
と
し
て
は
祭
儀
に
際
し
参
向
し
た
斎
王
に
応
対
し
て
い
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
さ
ら
に
は
、
祭
儀
中
の
大
神
宮
司
の
役
割
を
確
認
し
、
告
刀

奏
上
に
加
え
、
御
鎰
の
管
理
を
通
じ
た
御
殿
の
開
閉
扉
、
幣
物
奉
奠
の
検

分
な
ど
、
祭
儀
全
体
を
統
括
・
監
督
す
る
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
、
禰
宜
以
下
神
職
層
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
特
に
禰
宜
や
大
内

人
・
物
忌
ら
は
任
ぜ
ら
れ
た
そ
の
日
よ
り
「
食
べ
る
も
の
、
見
聞
き
す
る

も
の
か
ら
発
す
る
言
葉
ま
で
厳
重
な
斎
戒
の
も
と
神
宮
の
神
事
・
雑
務
を

司
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
斎
戒
の
も
と
よ
り
神
前
近
く

で
奉
仕
す
る
こ
と
が
そ
の
職
掌
上
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
大
神
宮
司
が
関
与

で
き
な
い
諸
儀
式
を
担
う
祭
祀
専
門
職
と
し
て
、「
祈
願
」
や
「
触
穢
」

な
ど
祭
神
に
直
接
関
係
す
る
位
置
付
け
で
あ
っ
た
た
め
に
、
祈
願
に
対
し

て
は
叙
位
が
な
さ
れ
、
触
穢
に
対
し
て
は
祓
い
が
科
せ
ら
れ
る
な
ど
、
中

央
朝
廷
側
も
大
神
宮
司
と
の
差
違
を
強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
神
職
の
関
係
は
、
従
来
の
中

央
朝
廷
と
在
地
奉
仕
者
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
の
も
と
理
解
さ
れ
て
き
た

関
係
性
だ
け
で
は
な
く
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
の
神
職
層
が
お
互
い
の

役
割
の
違
い
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
祭
儀
に
奉
仕
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
大
神
宮
司
が
、
神
宮
全
体
の
統
括
的
役
割

を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
た
だ
ち
に
在
地
神
職
の
支
配
や
統
制
に
結

び
つ
く
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
禰
宜
以
下
在
地
神
職
層
が
深
く
祭
祀
に
携

わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
以
て
伊
勢
神
宮
の
実
質
的
運
営
を
担
っ

て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
事
実
、
祭
儀
次
第
の
分
析
よ
り
見
え
て
き

た
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
と
役
割
は
、禰
宜
の
よ
う
に
実
際
神
饌
を
調
進
・

奉
奠
し
幣
帛
を
奉
納
す
る
た
め
正
殿
殿
上
に
上
が
る
と
い
っ
た
直
接
的
奉

仕
こ
そ
な
い
も
の
の
、
伊
勢
に
在
住
す
る
奉
仕
者
の
最
上
席
と
し
て
奉
仕

し
、
祭
儀
全
体
を
統
括
・
監
督
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、
禰
宜
・
内
人

ら
に
も
劣
ら
な
い
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
延
暦
期
以
前

の
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
両
者
の
関
係
は
、
大
神
宮
司
が
祭
祀
も
含
め
た
伊

勢
神
宮
全
体
を
統
率
す
る
統
括
行
政
職
で
あ
る
の
に
対
し
、
禰
宜
以
下
の

神
職
層
は
「
斎
戒
」「
穢
」
と
い
う
独
自
の
基
準
を
以
て
、
神
前
近
く
で

よ
り
直
接
的
に
神
事
に
奉
仕
す
る
祭
祀
専
門
職
で
あ
り
、
こ
の
両
者
は
全

く
異
な
る
役
目
を
負
っ
た
中
で
伊
勢
神
宮
の
祭
儀
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
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た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
大
神
宮
司
の
位
置
付
け
と
役
割
に
つ
い
て
、
祭
儀
そ
の
も
の
に

焦
点
を
当
て
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

個
々
の
祭
祀
や
式
年
遷
宮
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
回
指
摘
し
た
統
括
行
政

職
と
祭
祀
専
門
職
と
い
う
位
置
付
け
と
求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
の
違
い
と

い
う
視
点
か
ら
改
め
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

注（1
）�

大
神
宮
司
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
は
、
大
西
源
一
『
大
神
宮
史
要
』（
神
宮

司
庁
教
学
課　

昭
和
三
十
四
年
）、
阪
本
廣
太
郎
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
文
庫 

昭
和
四
十
年
）、
田
中
卓
「
神
宮
職
制
の
整
備
」（『
伊
勢
神
宮
の
創
始
と
発
展
』

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
〇
年
）、
直
木
孝
次
郎
「
古
代
の
伊
勢
神
宮
」（『
神
話
と

歴
史
』
吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
六
年
）、
熊
谷
保
孝
「
神
宮
司
の
成
立
」（『
日
本

古
代
の
神
祇
と
政
治
』
日
東
館
出
版　

昭
和
五
二
年
）、
井
後
政
晏
「「
大
神
宮
司
」

の
成
立
の
問
題
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
８
』
皇
學
館
大
学
神
道
研
究

所　

平
成
四
年
）、
小
倉
慈
司
「『
延
喜
式
』
制
以
前
の
伊
勢
神
宮
―
八
～
九
世
紀

の
内
宮
と
外
宮
を
め
ぐ
っ
て
」（『
変
容
す
る
聖
地
伊
勢
』思
文
閣　

平
成
二
八
年
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
記
以
外
に
も
、
直
接
大
神
宮
司
を
対
象
と
は
し
て
い
な

い
も
の
伊
勢
神
郡
・
神
戸
研
究
や
斎
宮
研
究
な
ど
で
も
多
々
論
究
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）�

小
松
（
藤
森
）
馨
「
平
安
時
代
前
期
の
大
中
臣
祭
主
家
―
祭
主
制
度
成
立
に
関
す

る
一
試
論
―
」（『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
二
十
二
社
研
究
会
編　

昭
和

六
十
一
年
）

（
3
）�

弘
仁
年
間
に
出
さ
れ
た
以
下
の
格
に
よ
り
大
神
宮
司
は
伊
勢
二
神
郡
の
政
務
・
財

政
に
よ
り
一
層
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
権
限
は
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
　

�『
類
従
三
代
格
』
一
、
應
多
気
度
會
両
郡
雑
務
預
大
神
宮
司
事　

弘
仁
八
年
十
二

月
二
十
五
日
官
符

　
　

�『
類
従
三
代
格
』
一
、
應
伊
勢
大
神
宮
司
検
納
神
郡
田
祖
事　

弘
仁
十
二
年
八
月

二
十
二
日
官
符

　
　

�

ま
た
、弘
仁
十
二
年
の
官
符
に
つ
い
て
、荒
井
秀
規
氏
が「
神
郡
の
田
祖
を
め
ぐ
っ

て
」（『
三
重
－
そ
の
歴
史
と
交
流
』
雄
山
閣　

昭
和
六
十
三
年
）
に
て
詳
細
に
考

察
し
て
い
る
。

（
4
）�

大
神
宮
司
が
在
地
神
職
を
統
制
し
て
い
た
と
す
る
論
調
は
、
伊
勢
神
宮
の
成
立
や

神
郡
・
神
戸
、
そ
し
て
斎
王
に
関
す
る
研
究
の
中
で
朝
廷
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
結
び
つ
け
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
岡
田
精
司
『
古
代

王
権
の
祭
祀
と
神
話
』（
塙
書
房　

昭
和
四
十
八
年
）『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』

（
塙
書
房　

平
成
四
年
）、
榎
村
寛
之
『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研
究
』（
塙
書
房　

平
成
八
年
）、
西
宮
秀
紀
「
律
令
制
国
家
に
お
け
る
神
祇
職
」（『
日
本
史
研
究
』

二
七
〇　

昭
和
六
〇
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
の
説
に
添
う
か
た

ち
で
大
関
邦
男
氏
は
「
古
代
伊
勢
神
宮
の
財
政
構
造
」（
国
史
学
一
二
八　

昭
和

六
一
年
）
の
中
で
「
大
神
宮
司
は
祭
祀
・
行
政
の
面
で
禰
宜
を
統
制
し
、
禰
宜
は

さ
ら
に
内
人
・
物
忌
を
総
括
し
て
い
た
」
と
し
つ
つ
、
律
令
官
人
で
あ
る
大
神
宮

司
を
中
核
と
す
る
財
政
構
造
と
在
地
神
職
の
自
給
的
生
産
が
併
存
す
る
財
政
構
造

の
二
元
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
5
）�

藤
森
馨「
伊
勢
神
宮
内
外
両
宮
の
祭
祀
構
造
―
由
貴
大
御
饌
神
事
に
関
す
る
試
論
」

（『
古
代
文
化
』
四
三
―
四　

平
成
三
年
）
他
、
小
倉
前
掲
１
論
文
、
川
畑
勝
久
「
延

暦
儀
式
帳
か
ら
み
た
伊
勢
神
宮
の
神
郡
と
神
戸
―
神
宮
祭
祀
の
重
層
性
―
」（『
神

道
史
研
究
』
六
二
―
一　

平
成
二
六
年
）
な
ど

（
6
）�

本
論
考
中
、『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
は
、『
神
道
大
系　

神

宮
編
一
』（
昭
和
五
四
年
）
を
用
い
、
適
宜
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
そ
れ
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ぞ
れ
そ
の
奥
書
に
よ
り『
皇
大
神
宮
儀
式
帳
』は
延
暦
二
十
三
年
八
月
二
十
八
日
、

『
都
由
気
宮
儀
式
帳
』
は
延
暦
二
十
三
年
三
月
十
四
日
に
撰
進
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。な
お
、上
記
両
儀
式
帳
の
研
究
に
つ
い
て
は
、山
口
剛「『
延

暦
儀
式
帳
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神

道
研
究
所
紀
要　

第
三
十
輯　

平
成
二
十
六
年
）
に
よ
り
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

（
7
）�

田
中
・
井
後
註
１
論
文　

田
中
氏
は
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

十
二
月
乙
卯
条
の
「
遷
多
気
大
神
宮
于
度
会
郡
」
と
い
う
記
事
に
注
目
し
、
詳
細

な
分
析
を
加
え
た
上
で
こ
れ
を
大
神
宮
司
の
成
立
と
結
び
つ
け
る
。
井
後
氏
も
田

中
説
に
添
う
形
で
論
述
し
、
文
武
朝
に
は
斎
宮
寮
な
ど
神
宮
周
辺
の
職
制
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
大
神
宮
司
の
制
度
も
整
備
さ
れ
た
と
す
る
。

（
8
）�

直
木
註
１
論
文　
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』和
銅
二
年
条
の「
於
大
神
宮
外
院
之
乾
方
、

始
立
宮
司
神
館
」
と
い
う
記
事
を
重
視
。
ま
た
正
史
上
の
初
見
は
奈
良
時
代
末
の

天
応
元
年
（
七
八
一
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
機
関
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
は

奈
良
時
代
中
期
以
降
で
あ
る
と
す
る
。

（
9
）�

熊
谷
註
１
論
文　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
二
月
甲
午
条
に
あ

る
「
斎
宮
大
宮
司
」
と
い
う
記
事
に
着
目
。
神
宮
司
は
和
銅
二
年
ま
で
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
当
初
は
斎
宮
に
付
属
す
る
職
務
を
担
っ
て
い
た
と
し
、
い
わ

ゆ
る
大
神
宮
司
の
職
務
を
担
う
の
は
宝
亀
年
間
以
降
と
す
る
。

（
10
）�

小
倉
註
１
論
文　
【
史
料
①
】
を
重
視
し
、
神
郡
の
成
立
に
伴
い
そ
の
雑
務
に
関

与
す
る
大
神
宮
司
も
都
よ
り
派
遣
さ
れ
た
と
す
る
。

（
11
）�

虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』（
集
英
社　

平
成
十
二
年
五
月
）

（
12
）�

藤
森
註
５
論
文

（
13
）�

小
倉
註
１
論
文

（
14
）�

位
階
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
大
神
宮
司
が
正
六
位
相
当
と
あ
り
、

ま
た
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
四
月
条
に
は
内
宮
禰
宜
は
従
七
位
、
外
宮
禰

宜
は
正
八
位
相
当
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

末
尾
に
は
「
大
神
宮
司
正
八
位
下
大
中
臣
朝
臣
真
継
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
方

禰
宜
・
大
内
人
ら
は
度
々
の
昇
叙
に
よ
り
五
位
を
授
か
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

必
ず
し
も
大
神
宮
司
の
方
が
官
位
が
上
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
小
倉
氏
も
前
掲
註
１
論
文
に
て
触
れ
て
い
る
。

（
15
）�

大
神
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
つ
い
て
は
、
藤
森
馨
「
神
宮
奉
幣
使
考
」（『
大
倉
山
論

集
』
第
十
九
輯　

昭
和
六
十
一
年
）、「
平
安
時
代
前
期
の
大
中
臣
祭
主
家
－
祭
主

制
度
成
立
に
関
す
る
一
試
論
」（『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
二
十
二
社
研
究
会 

昭
和
六
十
一
年
）
榎
村
寛
之
「『
延
喜
式
』
所
載
伊
勢
神
宮
祝
詞
の
諸
問
題
」（『
三

重
県
史
研
究
』
第
七
号　

平
成
三
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
16
）�『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
は
『
神
道
大
系　

神
宮
編
二
』（
昭
和
五
十
五
年
）
を
用

い
、
適
宜
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

（
17
）�『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
四
月
十
四
日　

神
御
衣
神
事
勤
行
次
第

　
　

�（
前
略
）
一
禰
宜
笏
ヲ
差
、
彼
御
鎰
ヲ
請
取
ル
。
鎰
取
内
人
持
寄
テ
奉
ル
。
其
後

神
主
前
参
。
次
宮
司
、
次
御
衣
也
。
各
自
瑞
垣
御
門
参
入
テ
御
寶
前
ニ
候
。
宮
司

ハ
東
、
神
主
ハ
西
、
中
強
也
。
在
拝
無
手
。
其
後
各
自
御
殿
東
方
東
寶
殿
ノ
前
ニ

瑞
垣
ニ
副
テ
祇
候
。
神
主
ハ
南
、
宮
司
ハ
北
方
、
皆
西
ニ
向
、
中
強
也
。（
後
略
）

（
18
）�

拙
稿
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る｢

御
鎰｣

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（『
神
道
研
究

集
録
』
第
三
十
二
輯　

平
成
三
十
年
三
月
）

（
19
）�『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
に
は
「
御
占
神
事
」
と
あ
り
、
そ
の
詔
刀
に
は
「
禰
宜

神
主
内
外
物
忌
色
々
職
掌
供
奉
人
等
ノ
不
浄
事
疑
ヲ
於
御
前
御
占
清
浄
ニ
令
占
定

給
ト
恐
ミ
恐
ミ
申
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斎
戒
を
経
た
禰
宜
以
下
の
神

職
が
祭
儀
の
奉
仕
に
あ
た
り
神
慮
に
か
な
う
か
否
か
を
確
か
め
る
儀
式
で
あ
っ
た
。

（
20
）�『
続
日
本
紀
』
は
『
国
史
大
系
』
を
用
い
、
旧
字
体
を
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

（
21
）�『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
は
『
神
道
大
系　

神
宮
編
一
』（
昭
和
五
十
四
年
）
を
用
い
、

旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
つ
い
て
は
そ
の
史

料
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
記
事

に
関
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
年
八
月
十
四
日
条
に
関
連
す
る
記
事
が
見
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ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
批
判
に
耐
え
う
る
と
判
断
し
採
用
し
た
。

（
22
）�「
祓
」
に
つ
い
て
は
『
類
聚
三
代
格
』
所
収
「
延
暦
二
十
年
五
月
十
四
日
太
政
官
符
」

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、「
大
祓
」「
上
祓
」「
中
祓
」「
下
祓
」
の
四
段
階
に
分

け
ら
れ
適
用
さ
れ
て
い
た
。


